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要     約

酵素抗体法を用いた猫の血漿インスリン濃度測定キットを臨床的に評価した．この測定系の同時再現性試験変動係数
は2.4％，日差再現性試験変動係数は2.9％であり，希釈直線性試験の回帰直線は直線性を示した．添加回収試験の回
収率は94.0～99.4％であった．血清，EDTA加血漿，ヘパリン加血漿の測定値の差はほとんど無かった．臨床的に健
康な猫68例の空腹時血漿インスリン濃度は0.462±0.194 ng/mlであり，人用ラジオイムノアッセイを用いた海外の報
告と近似していた．空腹時血漿インスリン濃度は，肥満猫19例では0.744±0.239ng/m l，糖尿病猫8例では0.362 ±
0.175ng/m lであり，肥満猫では正常体型および糖尿病の猫より有意に高かった．糖負荷試験時の血漿インスリン濃度
は徐々に上昇した．この測定キットは，臨床的に猫の血漿インスリン濃度測定に応用できる．
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